












あるが、いずれにせよ、多くのイスラーム研究者 とっては耳慣れない言葉であろう 後述するように、この新しい言葉は世界的にも十数年 歴史しかもたない。しかし、人文学におけるコンピュ タの使用 は、五〇年以上の歴史がある。日々進歩していく情報技術 導入は、人文学研究の研究手法そのものへの再考を迫るものである。イスラームの歴史、思想、文学などの人文学研究を行なうイスラーム研究者にとっても、ＤＨの研究手法は研究推進のために有益であり、今後重要な役割を果たすようになるだろう。
また、ＤＨの特徴のひとつとして、研究領域の横断性が挙げられる。ＤＨ
の領域横断性は、人文学と情報学を融合 た学問であることを意味する以上に、これまで言語 壁に阻まれていたイスラーム研究の門戸を、他分野の専門家にも開く可能 を意味している。文献を複写して電子媒体に保存する方法だけがテクスト デジタル化 は い 述するよう 、各国の言語 世界共通のマークアップ言語に書き換えるという方法で、現在さまざまなテクストのデジタル化が進められている。ＤＨは、自然科学の共通言語 数
学と同様に、人文学のあらゆる領域を結ぶ共通言語となる可能性を秘めているのである（
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物などの文化資源についても、映像 デジタル化することができる。デジタル化によって大量に集められた記録は、検索性の向上が図ら 、著作権の問題を解決しながら公開が進められている。しかし デジタル化による保存や保管のみがＤＨの学問的価値では い。デジタル化によって可能になる定量的な計算を活用するなど、新しい人文学的研究手法が試みられ い 。たとえば、テクストをデジタル化することにより、あ 作品のある単語の用頻度から、その作品の特徴や位置づけを考察することができ また、異本の異同を比較していくことで、写本系統を考察することも 能
ＤＨの研究対象は多岐にわたるが、その国の文学や文化の研究を対象とし





































































































































































































‘ārifīn ） 』 （以下『息吹』 ）も残している。これらから、ワリーウッラーの思

















zra, 2004 ） 。ワリーウッラーは、アブー・ターヒルを通じてクーラーニー
のイス を肯定的に継承したと考えられる。事実 ワリーウッラー 伝記集『息吹』に収録されている『ハラマインの師 ちの瞳孔（Insān al-ʻayn fī m
ashā’ikh al-Ḥ
aram
ayn ） 』 （以下『瞳孔』 ）には、ワリーウッ
ラーが直接教えを受けていたアブー・ターヒルに加え、クーラーニー その師たちについて 記述も含まれている。 『瞳孔』は、ほぼ没年順 一二人の学者を取り上げており、ワリーウッラーが自分 つながるハラマインの学者
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: 186 ） 。
【引用２】の記述より、イーサー・マグリビーがシャーズィリー教団に属し、ハナフィー法学派であったことは明らかである。また、没年はヒジュラ暦一〇八〇年（西暦一六六九／七〇年）である。以上をノードのデータに反映させたものが【図表２】である。 【図表１】に、ヒジュラ による﹁没年（
D
eath Year ） ﹂の項目を加えてある。
また、スンナ派の法学派は、 ﹁マーリク法学派（
M
ālikī ） ﹂ 、
﹁シャーフィイー法学派（
Shāfiʻī ） ﹂ 、 ﹁ハナフィー法学派
（
Ḥ
anafī ） ﹂ 、 ﹁ハンバル法学派（
Ḥ
anbalī ） ﹂であるので、予め
これら四つを属性の項目 設けておく。教団については、言及さ たもの 順に加えていけばよい。 『瞳孔』 は﹁シャーズィリー教団（
Shādhilīya ） ﹂ のほか、 ﹁マダニー教団
（
M
adanīya ） ﹂ 、 ﹁ハルワティー教団（
K
halw
atīya ） ﹂ 、 ﹁ナク
シュバンディー教団（
N





















0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī
0002 ʻAlī Shinnāwī ʻAlī b. ‘Abd al-Quddūs b. Muḥammad ‘Abbās Shinnāwī
0003 al-Shaʻrānī Shaykh ‘Abd al-Wahhāb al-Shaʻrāwī
0004 Shams Ramlī Shams Ramlī
0005 Sayyid Ghaz̤anfar Sayyid Ghaz̤anfar
0006 Muḥammad Bakrī Shaykh Muḥammad b. Abū al-Ḥasan Bakrī
0007 Ṣibgha Allāh Sayyid Ṣibgha Allāh
 （筆者作成）
【図表2】属性の項目を増やしたノード一覧表の作成例
ID Label Name Death Year
Madhhab Ṭarīqa
Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya …
0008 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Maghribī 1080 2 2
 （筆者作成）
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いた分析が可能となる。紙幅の限られる本稿では一覧表の掲載を省略するが、ノードの数は七一、エッジ 数は一三〇となった。 れらのデ タ 基づき、
G
ephi のソフトに備わっている機能によって、半自動的に描いたネッ
トワークが、 【図表４】であ エッジの数と ノードの大きさや色を比例させることにより、ネットワーク 中心（ハブ） なる人物を直観的に把握することがで る。 『瞳孔』の著者であるワリーウッラ エッジ数が最も多くな のは当然のこととして、それに続くのがアフマド・ナフリー
【図表3】エッジ一覧表の作成例
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family
0002 0001 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father
0004 0001 Directed Teaching Ḥadīth
0005 0001 Directed Teaching Ḥadīth
0006 0001 Directed Teaching Ḥadīth
















alʻī, d. 1731/2 ） 、
そしてクーラ ニーの順となっている。このことから、ハラマインにおけるアフマド・ナフリーの重要性が指摘できよう。
より詳しい分析を行なうために、 『瞳孔』の各章を割り当てられている















ID Label Name Death Year
Madhhab Ṭarīqa
Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya Madanīya Khalwatīya Naqshbandīya Qādirīya Wujūdīya
0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī 1028
0002 Aḥmad Qushāshī Shaykh Aḥmad Qushāshī 1071 2 2
0003 al-Maḥjūb Sayyid ʻAbd al-Raḥmān al-Idrīsī, al-Maḥjūb 2
0004 al-Bābilī Shams al-Dīn Muḥammad b. al-ʻAlā’ al-Bābilī 1077 1
0005 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Jaʻfar  al-Maghribī 1080 1 1 2
0006 Sulaymān al-Maghribī
Muḥammad b. Muḥammad b. 
Sulaymān al-Maghribī 2
0007 al-Kūrānī Shaykh Ibrāhīm Kurdī 2 1 1
0008 Ḥasan ʻAjamī Shaykh Ḥasan ʻAjamī,  Shaykh Ḥasan Ḥanafī 1133 1 2
0009 Aḥmad Nakhlī Shaykh Aḥmad Nakhlī 1 2 2
0010 al-Basrī Shaykh ʻAbd Allāh b.  Sālim al-Basrī 1134 1
0011 Abū Ṭāhir Shaykh Abū Ṭāhir Muḥammad b. Ibrāhīm al-Kurdī al-Madanī 1145 1 1 1 1
0012 Tāj al-Dīn Qalʻī Shaykh Tāj al-Dīn Qalʻī Ḥanafī 1 2
0013 Shāh Walī Allāh Shāh Walī Allāh 1 1
 （筆者作成）
【図表6】主要13人のエッジ一覧表
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family
0001 0002 Directed Teaching 　
0002 0007 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa
0002 0008 Directed Teaching 　
0003 0009 Directed Teaching 　 Khirqa
0004 0008 Directed Teaching 　
0004 0005 Directed Teaching Bukhārī, Mālik
0004 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik
0005 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik
0005 0008 Directed Teaching 　
0006 0007 Directed Teaching 　 Khirqa
0006 0012 Directed Teaching 　
0006 0011 Directed Teaching 　
0007 0011 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father
0007 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0008 0011 Directed Teaching 　
0008 0006 Directed Teaching 　 Samāʻ
0008 0012 Directed Teaching Bukhārī, Muslim
0009 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0009 0011 Directed Teaching 　
0010 0011 Directed Teaching Ibn Ḥanbal
0010 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0011 0013 Directed Teaching Bukhārī Ibn ʻArabī
0012 0013 Directed Teaching Mālik, Ḥadīth
 （筆者作成）
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: 184–185 ） 。師弟関係を結ぶことが、必ずしも教え










1980 ） 。 【図表６】および【図表８】より、マーリク・イブン・アナスの『踏
みならされた道』がこの時代、必須 教養のように扱われていたことは裏付けられる。しかし、北アフリカ出身者たちに ってマーリク法学派が広められていったとする説を裏付けることは難し 。たとえば、アフマド・クシャーシーは、マディーナ出身でありながら、マーリク法学派であ されており（
A
M


















大きさが異なっていることに気づくであろう。これは、伝承的諸学の継承と神秘主義の継承に果たした役割の大きさが異なっていると うことにほかならない。たとえば、タージュッディーン・カルイーは、伝承的諸学のネットワークにおいてハブ的役割を果 しているが、神秘主義のネットワークにはまったく関わっていない。一方、スライマ マグリビーは、伝承的諸学のネットワークには関与していないもの 、神秘主義のネットワークにおては存在感を放って る。アフマド・クシャーシー、クーラーニー、ハサン・アジャミー、アフマド・ナ リー、アブー・タ ヒルなどは、どちらのネットワークにおいても要所を占めている。こ ような役割の違いを認識することは、たとえば伝承的諸学の分析をさら 進める場合に 対象 すべき人物やその重要性について 数量的に検討することを 能 す
また、各教団の勢力を比較するには、得られたデータが乏しすぎる。アフ
マド・ナフリーがハルワティー教団からナクシュバンディー 団に所属を変えたことは前述のとおりである。 『瞳孔』の記述範囲 超え が、ワリウッラーがアブー・ターヒルより授かったのは、 ﹁スーフィーのヒルカすべてを含むもの﹂ （
JL: 173 ）であったし、ワリーウッラー自身もいくつかの教
団の修行法について学んだうえで、ナクシュバンディー教団の修行法を選んでいる（
JL: 171 ） 。これらの記述を考慮に入れるならば、ひとつの教団に所





たネットワ クの分析を行った。 『瞳孔』の各章で取り上げ れてい 主要
な学者一二名と、著者であるワリーウッラーの全一三名の師弟関係のネットワーク分析を中心に行なうだけでも、先行研究の再考につながる事実が数点確認できた。さらなる分析により、新たな発見がなされるものと期待される。
次の段階として、分析範囲を拡大することが挙げられるのだが、ノードが
増えていった際に、現在の分析方法が有効であるかは未知数であ 。属性項目は適切か、例外的 データにはどのよ に対応するのか、他 文献から得たデータをどのよう 統合していくべきか ど、課題は山積している。さらに、分析の目的と手法が確立され、汎用性が認められ ようになれば、それに最適なソフト開発も視野に入れていくべきであろ 。ＤＨをイスラーム研究に取り入れようとした場合、とりわけ問題となるのは、特殊文字や、右から左へ書く言語への対応である。既存のソフトのほ んどが、この問題対応していない。
以上のような問題はありつつも、デジタル化や定量的な計算により、イス
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ヴォル、ジョン・オバート （二〇〇五） ． ﹁復興と改革の基盤―一八世紀から一九世紀
にかけてのイスラーム運動―﹂ジョン・
L・エスポジト （編） 『改革と再生の時
代』 （イスラームの歴史３） 小田切勝子 （訳） 、共同通信社、六―五七頁．

























/ ﹀ （二〇一五年一二月一三日閲覧） ．













l ﹀ （二〇一五年九月三〇日閲覧） ．
大藏經テキストデータベース研究会 （
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l ﹀ （二〇一五年一〇月三日閲覧） ．
中川友喜他 （訳） （二〇一三） ． 『デジタル・ヒューマニティーズ入門』 ︿
http://21dzk.l.u-
tokyo. ac. jp/ dhc/ sg2 dh. pdf 〉（二〇一五年九月三〇日閲覧） ．




























or. jp/ virtual- lab/ culture/ research/ r_ kenkyu6/ ﹀ （二〇一五年一〇月四日閲覧） ．
保坂修司 （二〇〇八） ． ﹁ウェブサイト、電子媒体﹂小杉泰他 （編） 『イスラーム世界研
究マニュアル』名古屋大学出版、一九―二七頁．
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anuscripts ﹀ （二〇一五年一一月九日閲覧） ．
（
4） インド各地の写本図書館における、所蔵文献のデジタル化やオンライン検索の現状については、















=0 ﹀ （二〇一五年一〇月一四日閲覧） ．
（
6）国立情報学研究所・東洋文庫 （二〇〇三―二〇一四） ． ﹁国立情報学研究所ディジタル・シルクロード・プロジェクト『東洋文庫所蔵』貴重書デジタルアーカイブ﹂ ︿
http://dsr.nii.ac.jp/toyobunko/ ﹀ （二〇一五年一〇月一四日閲覧） ．
（
7） 国立情報学研究所・東洋文庫 （二〇〇三― 一四 ． ﹁アラビア語 書籍リスト﹂︿
http://dsr.nii.ac.jp/toyobunko/language/ar.htm
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abaqāt al-kubrā ） 』などの伝記を著したことで知られる、エジプトの
学者シャアラーニー（








ān al-Idrīsī ） である （
A
M
: 184 ） 。
